
中学校数学科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

※箱ひげ図の作成にあたっては、第１四分位数と第３四分位数の定義等を確認し、データを入力してください。 またOSによっては、箱ひげ図が表示されない場合があります。

【StuDX Style関連事例】

日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決する
ことができるように指導することが大切です。その際、問題を解決するために計画を立て、
必要なデータを収集して処理し、データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批判的
に考察し判断するという一連の活動を充実させることが大切です。
例えば、本問のように、コマ回し大会で使うコマを選ぶため、二つのコマのうち、より長
い時間回りそうなコマを選ぶという場面において、二つのコマＡとコマＢが回った時間の
データを収集し、それらを整理して代表値を求めたり、ヒストグラムに表して分布の傾向
を読み取ったりするなどして、二つのコマの特徴について話し合う場面を設定することが
考えられます。

１人１台端末を活用することで、箱ひげ図の作成を瞬時に行え、話し合う場面を
十分に設定することができます。また、表計算ソフトを使って学級全体で共同編集す
ることで、話し合いを行うグループ以外の作成状況も共有することが可能です。

３．コマをどの位置から回すとより長く回るか判断し、その理由を説明する。
（一部省略）

【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【中学校／数学】
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【使用するソフト（例）】

OS標準の
表計算ソフト

OS標準の
学習支援ソフト

スプレッドシートNumbers Excel

Google Classroom クラスルーム Teams

https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/24.html
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/17.html

